
OnTimeの保存複製競合の回避方法について
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OnTimeはConfigDBに以下の情報を保持しています。
1. 各種設定情報（表示グループ、権限、凡例 他）
2. ユーザープロファイル情報「User文書」（1文書/ユーザー）
3. スケジュール情報「Calendar文書」（１文書/ユーザー）
（スケジュールデータは1文書内で複数値で保持）

複数のOnTimeサーバーで構成する場合は、ConfigDBを複製

して全てのサーバーで同一データを保持することでスケーラ
ビリティを確保しています。
本資料ではOnTimeがどの様に保存競合と複製競合を回避し
ているかをサンプル構成をもとにご説明します。
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サンプル構成について
• OnTimeを２台のｻｰﾊﾞｰに実装します。
• OnTimeｻｰﾊﾞｰ１はOnTimeAdminを兼
務し、ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ１もﾓﾆﾀｰします。

• OnTimeｻｰﾊﾞｰ２はﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ２とﾒｰﾙ
ｻｰﾊﾞｰ３の２台をモニターします。

• 利用するユーザーはﾕｰｻﾞｰAからﾕｰ
ｻﾞｰFの６名とします。

• 通常OnTimeタスクはそれぞれのｻｰ
ﾊﾞｰで常時実行されています。

それぞれの情報が
• GlobalSetting文書(１文書/構成)
• Serversetting文書(１文書/ｻｰﾊﾞｰ)
に設定されているとします。
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Config DB

１．OnTimeGC Adminプロセスの実行
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OnTimeGC Adminプロセスは構成内
のOnTimeサーバー１台だけで実行
される機能です。

デフォルトでは起動時と深夜２時に
実行されます。

主に以下のような処理を行います。

• 同期するユーザーのユーザー名
やメールDBの情報をディレクトリ
から取得します。

• 同期するユーザーのその他プロ
フィール情報を参照指定された
DBから取得します。

• 作成されたUser文書にロール設
定を行います。

• 作成されたUser文書からグルー
プを生成します。

等々

左図ではUser文書が新規生成され
る状態を表示しています。

同期するユーザーや会議室毎に１
文書作成され、Adminプロセスの実
行毎に更新されます。
詳細は以下のリンクを参照。
http://www2.ontimesuite.jp/morein
foadmin/
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２．ユーザー情報を他サーバーに展開。
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作成及び更新されたUser文書を他
のOnTimeサーバーのConfigDBに複
製します。

複製はDominoの機能で設定します。
OnTimeには複製に関する設定はあ

りません。なので複製頻度やリポジ
トリーはDominoディレクトリ内で設
定して下さい。
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３．OnTimeGC Syncの実行
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OnTimeGC Syncは各OnTimeサー
バーのServerSetting文書に基づき、
各サーバーのOnTimeタスクが実行
します。
Syncはそれぞれモニターするサー
バー上のメールDBや会議室予約DB

を常に監視し、スケジュール情報の
作成や更新が行われた際にリアル
タイムで同期処理が実行され
ConfigDB内の複数値が保持されて
いるデータフィールドを更新します。

また、SyncはメールDBが保持してい
る以下のような情報も取得します。
• メールのプリファレンス
• メールDBの代理アクセス権限
• 会議室予約DBのリソース文書上
の各種制限事項

• レプリカID(ﾌｪｰﾙｵｰﾊﾞｰ用)

初回起動時は全てのメールDBの処

理が行われていないので、コマンド
から強制的に実行します。

左図ではそれぞれのOnTimeサー
バーが対象となるメールDBから対

象期間のスケジュールデータを取
得している状態を表示しています。
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４．カレンダー文書を管理含む他サーバーに展開。
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スケジュールデータや各DBが保持

している各種情報を取得した
Calendar文書もDominoの複製で管

理サーバー含む他サーバーに複製
します。
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５．Calendar文書からUser文書に情報を更新する。
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OnTimeの管理サーバーは
OnTimeGC Adminプロセスで、ロー
カルにあるConfigDBに存在する
Calendar文書内のスケジュール
データ以外の各種情報をUser文書
に更新します。

Adminプロセスはローカル上の
Calendar文書内の情報を使用して

更新するので、複製が完了していな
い場合は複製前の情報で更新され
ますのでご注意下さい。

ちなみに、OnTimeクライアントはス
ケジュールデータ以外はCalendar文
書に同じ情報があっても必ずUser
文書内の情報を参照します。
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６．最新のUser文書を他サーバーに複製更新。
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更新されたUser文書を他のOnTime
サーバーのConfigDBに複製します。

複製はDominoの機能で設定します。
OnTimeには複製に関する設定はあ

りません。なので複製頻度やリポジ
トリーはDominoディレクトリ内で設
定して下さい。
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７．全てのサーバーで同一の最新情報を維持。
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結果、全てのサーバーで同一の最
新情報を維持出来ます。

後は自身の組織の特性
• 予定情報の更新頻度
• ネットワークの負荷
• ネットワークのトポロジー
• サーバーのパフォーマンス

に基づいてレプリケーションを構成
してください。
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８．競合を回避するロジックの再確認。
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ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

ｱﾄﾞﾚｽ帳

他参照先

OnTime
Task

Config DB

User文書 Calendar
文書

ﾕｰｻﾞｰA(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙA

ﾕｰｻﾞｰB(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙB

ﾕｰｻﾞｰC(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙC

ﾕｰｻﾞｰD(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙD

ﾕｰｻﾞｰE(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙE

ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

OnTime
Task

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ2

ﾒｰﾙ
C

ﾒｰﾙ
D

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ3

ﾒｰﾙ
E

ﾒｰﾙ
F

OnTime
Admin
ﾌﾟﾛｾｽ

大きくは以下の３点によります。

１．文書数が増えない。

例えスケジュールデータが増えたと
してもConfig DB内の文書数は増え
ません。
結果、ビューのIndexerの負担は無く

例え文書数が多いとしても文書特
定のタイムラグは増えません。

２．複数が１つの文書を更新しない。

１つの文書を保存出来るのは１つ
のロジックだけです。
Calendar文書を保存出来るのはそ
のメールDBを管理しているその
サーバーのタスクだけです。
User文書を保存出来るのはOnTime
Adminプロセスだけです。

３．ユーザー操作によるスケジュー
ルエントリ作成は直接メールDBに行
われ、Config DBは関与しない。
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９．予定や会議は直接メールDBに作成・更新。

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ1

ﾒｰﾙ
A

ﾒｰﾙ
B

User文書 Calendar
文書

ﾕｰｻﾞｰA(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙA

ﾕｰｻﾞｰB(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙB

ﾕｰｻﾞｰC(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙC

ﾕｰｻﾞｰD(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙD

ﾕｰｻﾞｰE(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙE

ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

ｱﾄﾞﾚｽ帳

他参照先

OnTime
Task

OnTime
Admin
ﾌﾟﾛｾｽ

Config DB

User文書 Calendar
文書

ﾕｰｻﾞｰA(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙA

ﾕｰｻﾞｰB(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙB

ﾕｰｻﾞｰC(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙC

ﾕｰｻﾞｰD(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙD

ﾕｰｻﾞｰE(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙE

ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

OnTime
Task

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ2

ﾒｰﾙ
C

ﾒｰﾙ
D

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ3

ﾒｰﾙ
E

ﾒｰﾙ
F

OnTimeは大きく２つの機能で
構成されています。
1. メールDBからOnTimeへの
同期機能(OnTimeGCタスク
で動作)

2. メールDBへのスケジュール
作成機能(Javaエージェント
で実行)

ユーザーがメールDBに予定作
成する場合は勿論、OnTimeか

ら予定作成する場合は、
OnTime Client DBのjavaエー
ジェントが直接メールDBにエン
トリを作成します。
ユーザー操作で直接Config DB

内のデータを更新することはあ
りません。

左図のようにメールDBに予定
が作成・更新された場合は、、、

次ページに続きます。

OnTime
Client

DB

メールDBから OnTimeから
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１０．メールDB内で予定文書の更新を検知したら、、、

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ1

ﾒｰﾙ
A

ﾒｰﾙ
B

User文書 Calendar
文書

ﾕｰｻﾞｰA(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙA

ﾕｰｻﾞｰB(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙB

ﾕｰｻﾞｰC(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙC

ﾕｰｻﾞｰD(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙD

ﾕｰｻﾞｰE(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙE

ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

ｱﾄﾞﾚｽ帳

他参照先

OnTime
Task

Config DB

User文書 Calendar
文書

ﾕｰｻﾞｰA(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙA

ﾕｰｻﾞｰB(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙB

ﾕｰｻﾞｰC(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙC

ﾕｰｻﾞｰD(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙD

ﾕｰｻﾞｰE(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙE

ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

OnTime
Task

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ2

ﾒｰﾙ
C

ﾒｰﾙ
D

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ3

ﾒｰﾙ
E

ﾒｰﾙ
F

OnTime
Admin
ﾌﾟﾛｾｽ

OnTimeタスクはメールサーバーと
連携し、メールDB内の文書更新を
検知します。
それはIBM Notes Travelerのそれと
似たロジックと考えてください。

先ほど検知した文書更新はリアル
タイムにタスクと同じサーバー上の
Config DBのCalendar文書内のデー
タを更新します。
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１１．その他のOnTimeサーバーに情報更新します。

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ1

ﾒｰﾙ
A

ﾒｰﾙ
B

User文書 Calendar
文書

ﾕｰｻﾞｰA(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙA

ﾕｰｻﾞｰB(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙB

ﾕｰｻﾞｰC(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙC

ﾕｰｻﾞｰD(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙD

ﾕｰｻﾞｰE(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙE

ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

ｱﾄﾞﾚｽ帳

他参照先

OnTime
Task

OnTime
Admin
ﾌﾟﾛｾｽ

Config DB

User文書 Calendar
文書

ﾕｰｻﾞｰA(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙA

ﾕｰｻﾞｰB(ｻｰﾊﾞｰ1) ﾒｰﾙB

ﾕｰｻﾞｰC(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙC

ﾕｰｻﾞｰD(ｻｰﾊﾞｰ2) ﾒｰﾙD

ﾕｰｻﾞｰE(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙE

ﾕｰｻﾞｰF(ｻｰﾊﾞｰ3) ﾒｰﾙF

OnTime
Task

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ2

ﾒｰﾙ
C

ﾒｰﾙ
D

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ3

ﾒｰﾙ
E

ﾒｰﾙ
F

作成及び更新されたCalendar文書
を他のOnTimeサーバーのConfigDB
に複製します。

複製はDominoの機能で設定します。
OnTimeには複製に関する設定はあ

りません。なので複製頻度やリポジ
トリーはDominoディレクトリ内で設
定して下さい。


